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Q and A
Q: 定数関数の導関数は 0 という認識が誤りであるという話があ
りましたが，その説明が理解できませんでした．
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Q and A
Q: 値域と像の違いを詳しく教えて下さい．
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Q and A
Q: 「多変数関数の変化の様子」で増減が Nonsense なのは大変
で面倒くさいからですか？
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Q and A
Q: 偏微分可能の定義を領域（かまたは開集合）にしぼっていた
がそれはなぜでしょうか．どんな近いところでもその点自身
以外の定義域が存在するような点（定義域の集積点）に対し
ても全微分や偏微分を定義して，領域や開集合でないと成り
立たない定理はそのようい述べ，そうでなくても成り立つも
のは一般的に述べた方が便利だと思うのですが，これだと難
点が生じるのでしょうか．
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Q and A
Q: 偏微分というものがあるならば, その逆の演算も存在します
か? もし存在するならば, どのような方法で計算するので
しょうか?
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復習：1変数関数の連続性

定義
区間 I ⊂ R 上の 1変数関数 f が a ∈ I で連続であるとは

lim
x→a

f(x) = f(a)

が成り立つことである．関数 f が定義域 I の各点で連続なとき f
は I で連続である，あるいは連続関数であるという．
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復習：微分可能性と連続性

定理
1変数関数 f が a で微分可能ならば a で連続である．
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Ck-級関数
区間 I で定義された 1変数関数 f が区間 I で
I C0-級であるとは I で連続なこと，
I C1-級であるとは，I で微分可能で，導関数 f ′ が I で連続と
なること，

I Ck-級（k > 0 は整数）であるとは、f の k次導関数 f (k) が
存在して，それが I で連続となること，

I C∞-級であるとは，全ての負でない整数 k に対して Ck-級で
あることとする．
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多変数関数の極限値

定義
2変数関数 f の極限値がA，すなわち

lim
(x,y)→(a,b)

f(x, y) = A

(
f(x, y) → A

(
(x, y) → (a, b)

))
をみたすとは (x, y) がどのような経路で (a, b) に近づいても
f(x, y) の値が A に近づくこと．
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多変数関数の極限値

lim
(x,y)→(a,b)

f(x, y) = A (∗)

事実
I (∗) が成り立つための必要十分条件は，0 に収束する任意の 2
組の数列 {hn}, {kn} に対して次が成り立つことである：

lim
n→∞

f(a+ hn, b+ kn) = A.

I (∗) が 成り立たないための必要十分条件は，
{f(a+ hn, b+ kn)} が A に収束しないように，0 に収束する
数列 {hn}, {kn} をうまく選ぶことができることである．
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